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目
指
し
て
稼
動
し
て
い
る
戸
田

工
場
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、

グ
ル
ー
プ
企
業
全
体
が
、
き
め

細
か
く
、
顧
客
に
と
っ
て
役
に

立
つ
印
刷
会
社
を
目
指
し
て
い

る
。

第 15 回印刷産業環境優良工場奨励賞受賞

光写真印刷株式会社
代表取締役社長　惟村唯博

自然環境と共生・共存とり責任を果たすため、
環境負荷軽減を目指しています。
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本　　社

第一工場 第二工場

環境労務委員会 委員長

ー今日より明日…もっと環境にやさしくー
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印
刷
、
製
本
・
後
加
工
、
配

送
に
至
る
ま
で
一
気
通
貫
で
印

刷
製
造
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
株
式

会
社
ウ
エ
マ
ツ
は
、
２
０
１
０

年
に
竣
工
し
た
埼
玉
県
戸
田
市

の
戸
田
工
場
を
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
工
場
と
し
て
位
置
づ
け
て
、

環
境
に
対
応
し
た
印
刷
会
社
と

し
て
も
操
業
し
て
い
る
。
同
社

の
戸
田
工
場
は
、
そ
れ
ま
で
製

造
現
場
が
抱
え
て
い
た
課
題
を

解
決
す
べ
く
竣
工
し
た
も
の
。

そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
２
０

１
３
年
に
は
、
日
印
産
連
の
第

12
回
印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場

表
彰
で
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
、
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
、
環

境
推
進
工
場
登
録
の
４
つ
の
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

比
較
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
良

し
悪
し
の
問
題
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
に
一
長
一
短
あ
り
ま
す

が
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
Ｋ
Ｅ
Ｓ
に
は「
労

働
安
全
衛
生
」
の
項
目
が
な
い

の
が
分
か
り
ま
す
。
印
刷
工
場

で
、
作
業
環
境
の
安
全
の
確
保

は
必
須
で
す
。
そ
れ
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
た
め

に
も
、
こ
の
機
会
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、

Ｋ
Ｅ
Ｓ
と
併
せ
て
環
境
推
進
工

場
登
録
と
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
の
取

得
も
検
討
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

〈
各
種
認
定
制
度
〉

【
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

認
定
工
場
】

・
印
刷
業
界
が
定
め
た
事
業
所

全
体
お
よ
び
工
程
別
の
環
境
配

慮
基
準
を
達
成
し
た
工
場
を
認

定・
認
定
は
、
Ｇ
Ｐ
認
定
審
査
員

が
申
請
書
審
査
と
現
地
審
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
第
三
者
で

構
成
す
る
Ｇ
Ｐ
工
場
認
定
委
員

会
で
審
査
し
、
認
定
の
判
定
を

が
50
％
±
10
％
、
水
が
純
水
製

造
装
置
に
よ
り
純
水
を
使
用
す

る
と
い
っ
た
徹
底
管
理
を
行
っ

て
い
る
。

　
工
場
の
稼
働
を
支
え
る
の
が

様
々
な
環
境
活
動
。
２
０
０
８

年
に
取
得
し
て
い
た
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森

林
認
証
に
続
き
、
戸
田
工
場
竣

工
に
合
せ
て
産
業
廃
棄
物
の
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
を
ス
タ

ー
ト
。
２
０
１
１
年
に
は
環
境

方
針
を
策
定
し
て
「
夏
季
の
電

力
削
減
対
策
に
つ
い
て
」
を
発

表
。
こ
れ
に
併
せ
て
、
同
年
６

月
に
電
気
の
使
用
量
を
監
視
す

る
デ
マ
ン
ド
装
置
も
導
入
し
、

２
０
１
２
年
に
は
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
認
証
を
取
得
。
グ

リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定

工
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
２
０
１
１
年
、
長
年

工
場
で
稼
働
し
て
き
た
両
面
菊

全
判
印
刷
機
を
、
水
な
し
印
刷

機
へ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

る
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
印

刷
機
は
、
最
も
古
い
機
械
が
１

９
９
６
年
か
ら
１
９
９
７
年
製

で
、
見
当
や
水
棒
の
調
整
な
ど

の
準
備
時
間
が
か
か
り
生
産
性

が
低
下
し
て
い
た
が
、
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
生
産
性
が
安

定
し
、
品
質
も
向
上
し
た
。

　
同
社
全
体
の
活
動
と
し
て

は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
環
境
活
動
の
基
本
に
据

え
、
各
部
署
の
若
手
・
中
堅
社

員
に
よ
る
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
、
現
場
主
体
の
社

員
全
員
参
加
型
で
行
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
産
業
廃
棄

物
管
理
（
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

活
動
）、
Ｃ
Ｏ
２

抑
制
と
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
（
省
エ
ネ
活

動
）、
水
な
し
印
刷
へ
の
取
り

組
み
、
変
動
要
因
を
抑
え
て
印

刷
の
標
準
化
を
確
立
し
て
高
品

質
・
高
生
産
を
追
求
す
る
「
Ｕ

Ｃ
Ｍ
Ｓ
活
動
」、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
５
Ｓ
活

動
、
品
質
改
善
活
動
な
ど
企
業

力
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
、

地
域
に
根
差
し
た
広
域
的
環
境

活
動
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

　
中
で
も
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

へ
の
取
り
組
み
で
は
、
廃
棄
物

を
集
約
す
る
エ
リ
ア
「
ウ
エ
マ

ツ
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
て
、
解
り
易
い
分
別
活

動
を
促
進
。
廃
棄
物
は
26
種
類

に
細
分
化
し
、
適
正
分
別
・
適

正
保
管
・
適
正
処
理
の
３
段
階

で
分
別
す
る
と
い
う
。
そ
の
結

果
、
産
業
廃
棄
物
は
年
間
で
１

９
０
ｔ
か
ら
30
ｔ
に
削
減
。
リ

サ
イ
ク
ル
率
が
向
上
し
た
。

　
省
エ
ネ
活
動
で
は
、
例
え
ば

中
空
間
を
空
調
す
る
と
い
う
考

え
方
を
採
用
。
工
場
全
体
の
空

調
で
は
な
く
、
印
刷
機
１
台
毎

に
空
調
管
理
す
る
と
い
う
考
え

方
だ
。
空
調
室
外
機
に
は
、
最

新
の
空
冷
式
モ
ジ
ュ
ー
ル
チ
ラ

ー
を
採
用
し
、
こ
れ
に
よ
り
従

来
型
の
ガ
ス
吸
収
式
に
比
べ
て

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
60
％
削
減
し

た
。
他
に
も
、廃
液
削
減
装
置
・

廃
液
タ
ン
ク
を
導
入
す
る
こ
と

で
廃
液
量
を
削
減
し
、
電
動
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
の
騒
音
防

止
、
イ
ン
キ
パ
イ
ピ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
生
産
の
効
率
化
、

工
場
内
専
用
の
樹
脂
パ
レ
ッ
ト

の
導
入
で
余
分
な
ゴ
ミ
の
削
減

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
様
々
な
活
動
に
よ
り
、
電
気

使
用
量
は
6.3
％
改
善
し
、
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
も
6.3
％
改
善
。
生
産

効
率
に
つ
い
て
も
、
8.3
％
向
上

（
年
生
産
原
単
位
）
し
た
。
２

０
１
６
年
に
は
、
戸
田
工
場
の

照
明
約
２
０
０
０
本
（
ダ
ウ
ン

ラ
イ
ト
含
め
３
０
０
０
個
）
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え
、
年
換
算

で
電
力
量
が
41
ｋ
ｗ
、
電
気
料

金
は
４
０
０
万
円
超
の
削
減
が

期
待
で
き
る
と
い
う
。

　
日
本
一
の
枚
葉
印
刷
工
場
を

次世代に
　
ウ
エ
マ
ツ
の
旧
本
社
工
場

は
、
西
武
池
袋
線
の
線
路
沿
い

に
あ
り
、
事
業
成
長
と
共
に
近

隣
の
土
地
を
買
い
足
し
な
が
ら

規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ

の
た
め
最
終
的
に
は
都
内
11
カ

所
に
拠
点
が
分
散
す
る
な
ど
作

業
の
非
効
率
化
を
招
い
て
い

た
。
エ
リ
ア
的
に
も
住
宅
が
増

加
。
近
隣
住
民
と
、
騒
音
・
振

動
・
臭
気
・
土
壌
汚
染
お
よ
び

交
通
渋
滞
な
ど
の
環
境
問
題
に

つ
い
て
協
議
し
な
が
ら
の
操
業

だ
っ
た
。
加
え
て
、
工
場
の
老

朽
化
に
伴
い
、
外
気
に
よ
る
工

場
へ
の
影
響
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
工
場
新
設
が
必
要
と
さ
れ

て
い
た
。

　「
新
工
場
の
竣
工
は
、
社
員

の
夢
で
し
た
」
と
語
る
同
社
福

田
浩
志
社
長
。
２
０
０
８
年
に

工
場
建
設
計
画
を
始
動
さ
せ
、

２
０
１
０
年
、『
工
場
環
境
か

ら
出
る
印
刷
の
変
動
要
因
を
１

０
０
％
抑
え
込
む
』
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
戸
田
工
場
が

竣
工
し
た
。
新
工
場
で
は
、
常

に
温
度
が
25
度
±
0.5
度
、
湿
度

小
野
　
　
淳
氏

 

環
境
労
務
副
委
員
長
／
小
野
印
刷

環
境
に
優
し
い
　
　
枚
葉
印
刷
工
場

Ｃ
Ｏ
２

削
減
か
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

ウエマツ

ウエマツ・福田浩志社長

水なし仕様にリノベーションして機能を向上させた菊全判４色機

徹底した廃棄物の分別を実践するリサイクルセンター

日　
本

　
　
一

　
　
　
の

行
う
。

・
認
定
基
準
は
、
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
部
門
で
70
項
目
に
及
び
、

有
害
物
質
の
削
減
、
省
資
源
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
物
質
循
環
、

生
物
多
様
性
の
保
全
（
持
続
可

能
な
資
源
利
用
、
３
Ｒ
、
生
物

多
様
性
保
持
）、
取
り
組
み
の

継
続
性
・
改
善
性
な
ど
の
観
点

か
ら
具
体
的
な
内
容
が
設
定
さ

れ
て
い
る
。

【
環
境
推
進
工
場
登
録
】

・
環
境
対
応
が
一
定
レ
ベ
ル
に

達
し
た
企
業
を
登
録
し
、
登
録

企
業
の
環
境
活
動
を
支
援
す
る

制
度
。

・
環
境
経
営
へ
の
大
き
な
ス
テ

ッ
プ
と
な
り
、
日
印
産
連
の
Ｇ

Ｐ
認
定
制
度
取
得
の
前
段
階
と

し
て
も
取
り
組
め
る
。

・
講
習
会
で
行
う
修
了
試
験
に

合
格
後
、所
定
の
申
請
書
類（
証

明
書
類
添
付
）
を
提
出
、
チ
ェ

ッ
ク
表
50
項
目
の
内
、
必
須
項

目
を
ク
リ
ア
し
、
か
つ
達
成
率

が
70
％
を
超
え
た
事
業
所
（
工

場
）
が
登
録
さ
れ
る
。

FSC認証紙を使用しています。（三菱製紙マルガリーソフトＡ　FSC－ＭＸ）

主な環境マネジメントシステムの比較一覧主な環境マネジメントシステムの比較一覧 資料２

グリーンプリンティング認定制度 環境推進工場登録
KES・環境マネジメント
システム・スタンダード

国際標準化機構 (一社)日本印刷産業連合会 全日本印刷工業組合連合会
東京都印刷工業組合

特定非営利活動法人
KES環境機構

1996年 2006年 2014年 2001年

373件 94件

39機関（国内） １事務局 １事務局 21機関

３年
　（毎年１回定期審査）

３年 ２年
３年

(毎年１回確認審査)

従業員規模により異なる
（数十万円～）

従業員規模により異なる
（約８万円～53万円 ）

21,600円
+講習会受講料

コース・従業員規模で異なる
　（数十万円～ ）

従業員規模により異なる
（数十万円～）

従業員規模により異なる
（約４万円～49万円 ）

21,600円
+講習会受講料

コース・従業員規模で異なる
（数万円～ ）

社内の実施体制の構築 ○ ○ ○ ○

環境方針の作成 ○ ○ ○ ○

法規制遵守 　　　　　　   ○ ○ ○ ○

評価表による取り組み
のﾁｪｯｸ

○ ○ ○ ○

購入資材、工程におけ
る環境配慮・ＶＯＣ抑制

△
環境負荷の削減が盛り込
まれているが、企業に内
容は任せられている

○
各工程におけるグリーン
基準を満たした製品の使
用が必要

○
各工程におけるグリーン
基準を満たした製品の使
用が必要

△
環境負荷の削減が盛り込
まれているが、企業に内
容は任せられている

労働安全衛生
  　　　　　　 ×
労働安全衛生法は対象外

○
労働安全衛生の配慮が認

定基準に含まれている

○
労働安全衛生の配慮が認

定基準に含まれている

　　　　　    　 ×
労働安全衛生法は対象外

社員教育・訓練
○

社内の教育システムの構
築が求められる

 △
要求事項には含まれてい
ないが、審査への取り組
みが社員教育に結びつく
よう設計されている

△
要求事項には含まれてい
ないが、審査への取り組
みが社員教育に結びつく
よう設計されている

○
社内の教育システムの構
築が求められる

内部監査 ○ × × ○

◎
国際的に認知されている

○
印刷業界内で認知度が高
い

△
全国展開から約３年と歴
史が浅く、認知度の拡大
が課題

○
地方発信の環境認証とし
て認知度が高い

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの国際規
格であり、歴史も長く、国内
外の認知度も高い。
環境方針の策定に経営層の
関与が求められており、具体
的な管理方法はそれぞれの
組織の実状にあったシステ
ムを工夫することが想定され
ている。
業種・業態を問わず、あらゆ
る組織が利用し、認証を取得
することができる。

地球規模での環境対応を基
準化しており、認定工場は日
印産連ホームページ等で社
会に広く公表されることから、
環境配慮に優れた工場とし
て社会的評価が向上する。
認定工場は印刷製品にGP
マークを表示することが可能
となる。GPマークは高度な環
境ラベルとして、官公庁の発
行物、企業の環境レポートな
どに表示されている。

ＧＰ認定取得の前段階的な
位置付けで、比較的取得し
やすい。
工組主催の講習会に参加
し、一ヵ月後に登録申請書に
添付資料を添えて申請する。
登録企業には登録証とロゴ
マークステッカーが付与さ
れ、自社のパンフレットや名
刺等に表示できる。

京都議定書の発信地・京都
から発信された環境マネジメ
ントシステムの規格である。
ISO14001の前段階として位
置づけられ、段階的に取り組
める二つのステップが用意さ
れており、あらゆる規模・業
種で取り組める。
ステップ２はISO14001とほぼ
同内容だが、ステップ１の場
合、運用システムの構築や
内部監査が免除されている。

開始時期

認証機関

名称

18,718件（国内）
※印刷業は412件

4,808件
※印刷業は50件

認証の認知度

認証の特徴

認証取得件数
（2017年９月現在）

審査機関

認証の有効期間
　（更新審査受講時期）

初回認証取得費用

更新費用

取り組み内容

認証の特徴


